
ブラウザーを活用しよう（１）

　　私の勤める兵庫教育大学は現職教員が入学してくる
全国で３つある新構想大学院大学の一つですが、その中
に最近注目を浴びている「総合的学習」のためのコース
があります。そのコースのある学生（といっても現職教
員）が障害児のための音楽の授業の道具をハイパーカー
ドで作れないかと私の研究室で研究しています。
　マックの画面にはその教材らしい楽しいグラフィッ
クがあって、その中にある例えばかえるの絵をクリック
すると「かえるの歌」がMIDIで演奏されるという簡単な
スクリプトからはじまり、今ではＵＳＢで外付けされた
スイッチ（かなり大きなボタン）をタップするとその
タップに合わせて音楽が演奏されるというスクリプト
まで来ています。
　この指導をしながらふと気がついたことがあります。
それはハイパーカードの概念とインターネット・エクス
プローラーやネットスケープ・ナビゲーターなどのブラ
ウザーの概念が極めて似ているということです。
　例えばハイパーカードではホームというカードから
スタートしますが、ブラウザーでもホーム・ページとい
う画面からスタートします。ハイパーカードでは「ス
タック」「カード」「ボタン」「フィールド」「マウス」「キー
ボード」などのスクリプト制御が可能な道具があり、ブ
ラウザーでは「ページ」というものと「フレーム」「ウイ
ンドウ」「ボタン」「マウス」「キーボード」などのアクティ
ブな道具の組み合わせで同じようなことができます。
　ハイパーカードは自分のコンピュータ内で動きます
（ネットのように外と通信しない）ので、カードの切り替
えやデータの読み込みなどに時間がかかりませんが、イ
ンターネット・ブラウザーではその通信環境次第で自転
車なみのスピードから超音速機並みのスピード感まで
の差が出ます。しかし、http://www.などからはじまるプ
ロトコルではそうかも知れませんが自分のマシーン内
で動かす f i l e : / / ～のようなローカル環境ではハイパー
カードと同じくらいのスピード感を味わうことが出来
ることはホームページを自作編集した経験者ならすべ
てご存じのことでしょう。
　ということは、ハイパーカードはMacintoshユーザーし
か利用できないのに対して、ブラウザーならばMacintosh
やWindowsやUnixでも利用できますので汎用性が高いと
思われます。そこで、今月号からハイパートークを使っ
た教材作成をシリーズで書こうと思っていましたが、急
遽予定を変更してハイパートークではなくＨＴＭＬ即
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ちHyper Text Markup Languageを使ったコンピュータ環境
での音楽教育について筆を進めることにしました。
　HTMLは変化の激しいコンピュータ言語ですが、中学生
程度の英語がわかればスクリプトを書くことは簡単です。
1990年ジュネーブのCERN（欧州素粒子物理学研究所）が
インターネット上で共通に使える通信用プロトコル（規
約）としてHTTP(Hyper Text Transfer Protocol)をつくりまし
た。この新しいプロトコルに対応した言語としてSGMLと
いう文法が考案され異機種間でも情報が共有できるよう
になりました。このSGMLを進化発展させたものがHTML
なのですが、現在バージョン4.01以上が普及しています。
　このHTML で扱える音楽関係のファイルは現在拡張子
が.midのもの以外に.wav .aif .au .mp3 .rmなどがあります。
.wavはWindowsで標準的に扱われる音声ファイルです。
.aifはMacintoshで標準的に使われる音声ファイルです。
.auはUNIX仕様ですが、Windows、Macintoshでも使えます。
..mp3はMPEG-1 Audio Layer3 のファイルで本誌でも古山
氏が今までに何回も丁寧に説明しておられるのでご存じ
でしょうが圧縮ファイルですからデータ量の多い音楽を
コンパクトにすることができます。
.rmはRealnetwork社のRealPlayerで演奏できるファイルで
すが、その名のとおりリアルタイムにデータの一部を取り
込むと同時に再生を開始できるため待ち時間が短くファ
イルサイズを気にすることもない形式で、ストリーミング
と呼ばれるようなラジオ形式のファイルに適しています。
　これらのファイルを呼び出したり、実行させるスクリプ
トをHTMLでは「タグ」と呼んでいます。このタグをどん
どん開発していろいろな機能をブラウザーに持たせよう
としているのがインターネット・エクスプローラー（略し
てＩＥ）です。現状ではＩＥではある画面効果があっても
ネットスケープ・ナビゲーター（略してＮＮ）では同じ画
面にならないなどの不具合も生じつつあり、また、ベータ
とＶＨＳみたいな戦い（競争ではない）が起こっています。
　さらに話をややこしくしているのがＨＴＭＬ以外に最
近使うスタイルシートという概念や技法です。もともとＨ
ＴＭＬは論理構造を記述するためのものでしたから、ペー
ジのデザインはできませんでした。ですから、同じページ
でもディスプレーのサイズやブラウザーによって全然違
う画面になっていたのですが、スタイルシートではCSS と
呼ばれる規格で画面のデザインを統一しています。他にも
ＪＡＶＡとかもっとややこしい話もありますが次回以降
にゆずります。


